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山室 修 

 

私が物性研の附属中性子科学研究施設に採用されたのは

2004 年の 2 月、その後 21 年の月日が過ぎ去り、2025 年

3 月に無事定年退職となりました。だいぶん遅くなりまし

たが、せっかくこのような記事を書く機会を頂いたので、

21 年間を振り返るとともに、中性子科学研究施設と物性

研への期待や、自分自身の現在について少し書きたいと思

います。 

 私は物性研に来る前は大阪大学に勤めていたのですが、

大阪生まれ大阪育ち大阪大好き人間だったので、まさか関

東に移り住むとは考えたこともありませんでした。それに、

自分の研究分野(ガラスとか水とか)は日本の物性物理学で

はマイナーな分野であり(世界ではそうではありません)、

中央？で王道？を行く人達とは一線を画したアウトロー的

スタイルをよしとしていたので、東大物性研はあり得ない

選択でした。しかし、阪大を出なければならない状況と、

中性子散乱と熱測定を同時にできる環境を考え、物性研に

応募することを決断しました。 

 しかし、実際に来てみると、中性子のメンバー以外はス

ピングラスを研究されていた高山一先生を少し知っていた

ぐらいで、知らない所員の方々ばかりで、かなりの場違い

感、疎外感を感じました。物性研での最初の 1 年間の仕事

は、私が来る前から止まっていた中性子非弾性散乱装置

AGNES(当時は鉄くず扱いでした)の再立上げでした。大

阪からたくさん持ってきた熱量計などの装置は柏に置きっ

ぱなしにし、東海村で朝から晩まで技術職員や多数の関連

業者と油・埃まみれになって働きました。結局、装置の

50%以上を作り直すことになったのですが、その甲斐あっ

て S/N 比がかつての 30 倍以上改善した装置が立ち上がり

ました。このたいへんな時期に一緒に仕事をしてくれた

物性研ポスドクの稲村泰弘氏(その後 J-PARC へ転出)、

鈴木浩一氏(AIST へ転出)、秘書の吉岡由紀さんには心か

ら感謝しています。その後も 5 年間は助教が採用できませ

んでしたので、多くの時間は東海村でのユーザー対応に追

われていました。とは言え、理学系研究科物理学専攻から

学生も少しずつ来るようになりましたし、物性研ポスドク

以外にも CREST などの研究費でポスドクを雇用できたの

で、研究室が少しずつ機能するようになってきました。こ

の頃のポスドクは、守屋映祐氏(東大工へ転出)、山田武氏

(CROSS へ転出)、辰巳創一氏(東工大へ転出)です。物性

研在職中に、守屋氏はイオン液体、山田氏は MOF 型プロ

トン伝導体、辰巳氏は蒸着法で作成した単純分子ガラスを

研究しました。 

 研究室が本格的に動き出したのは、2009 年に助教の

古府麻衣子氏が米国バージニア大学から着任した後です。

古府氏はもともと超伝導や量子スピン系の研究者でしたが、

物理学全般(とくに中性子散乱)に幅広い知識があり、試料

作成なども得意としていましたので、山室研の研究にすぐ

に馴れてくれました。彼女は、イオン液体や金属水素化物

において目覚ましい成果をあげ、多くの論文を発表しまし

た。また、この頃には、名越篤史氏(東工大へ転出)、中田

克氏(東レリサーチへ転出)もポスドクとして研究室に加わ

りました。名越氏はイオン液体、中田氏は水・アルコール

系の研究に携わりました。この当時の秘書さんは後藤明子

さんで、研究室事務以外に、JRR-3 の共同利用旅費の仕

事でも活躍してくれました。 

 順調だった山室研ですが、2011 年 3 月に山室研だけで

なく世の中を変える大事件が起こりました。それは東日本

大震災です。この後、JRR-3 は 10 年間停止することにな

るのですが、あと 1、2 年で動くとか、永久停止するとか

の情報(うわさ)が飛び交っていたため、どういう長期の研

究プランを立てるべきなのか悩みました。それに、ちょう

どこの頃、国内外の大学からの誘いも複数あったので、本

当に人生の分かれ道だったと思います。結局は、国からた

くさん頂いた震災復興費によりAGNESの高度化も進めな

がら(中性子強度が 8 倍になりました)、J-PARC や海外

施設の装置を積極的に使って中性子の研究を続けるという

選択をしました。これが正しかったかどうかは今でもよく

分かりません。 

 この頃は研究費がそれなりにあったことに加え、当時の

施設長の柴山先生が JRR-3 の共同利用旅費を使って海外

実験支援システムを作られたので、年に4-5回ぐらいの頻

度で海外実験(米 NIST、英 ISIS、独 MLZ などへ)に行き

ました。おかげで学生やスタッフと一緒に十分な中性子散

乱データを取得できましたし、海外の研究者や施設とも強
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いコネクションができました。この時期に秋葉宙氏(後に

助教に昇格)、根本文也氏(KEK に転出)がポスドクに着任

し、金属ナノ粒子(特に水素吸着系)、液晶性イオン液体な

どに関して多くの成果を上げました。また、長年研究室を

牽引してきた古府助教が J-PARC に転出しました。その

後、彼女は J-PARC で主任研究員まで昇格し、現在は教

授として物性研に戻ってきています。 

 次の私にとっての大きな出来事は、JRR-3 の運転再開

と施設長になったことです。運転再開がほぼ確実になった

2018 年ごろから始めたのは、JRR-3 大学共同利用のルー

ル作りです。福島の事故などもあり、原子力に対する世の

中の目は非常に厳しくなっていましたし、安全に対する考

え方も、震災前とは全く変わり、異常に厳しくなっていま

した。そして何よりも、JRR-3 を運営する日本原子力研

究開発機構(JAEA)で、大学共同利用を行っていた頃を知

るスタッフがほとんど居なくなっていました。安全の話を

するためには、まずJAEA保安管理部が相手になるのです

が、当時の彼らの安全管理基準は、工事と作業に関するこ

とばかりで、「実験」という単語は膨大なページ数のルー

ル集に含まれていませんでした。これが JRR-3 共同利用

再開のスタート地点でした。これに対して、我々にとって

一番身近な部署である利用施設管理課と何 10 回も打合せ

を重ね、約 3 年間を要して共同利用実験が可能な安全管理

基準ができあがりました。この安全管理基準では、何でも

厳しく制限するのではなく、様々な実験操作のリスク評価

に応じた安全管理のルールになっています。まだ不十分な

こともありますが、一般の研究者が普通に実験できるよう

になっていると思います。 

 震災前には J-PARC はまだ動き出したばかりでしたが、

現在は J-PARC が日本の中性子社会の中心です。昔の

JRR-3 のパワーユーザーの多くは、10 年間の停止期間中

に、J-PARC に吸収(？)されたり、中性子散乱研究自体

から離れてしまったりしていました。そのユーザーを

JRR-3 に呼び戻すことにも注力しました。東北大などの

大口には直接説明に行きましたし、何度も研究会・説明会

などを開きました。また、10 年間での中性子社会の情勢

の変化に追いつくため、KEK 放射光(PF)とのマルチビー

ム課題、博士課程の大学院生が研究代表者(PI)として応

募できる学生課題、外国人が PI として応募できる国際課

題、企業ユーザーが PI として応募できる産業利用課題を

順に立ち上げました。これらは現在のユーザ数と研究分野

の拡大に役立っていると思います。 

 自分自身の研究としては、ガラス・過冷却液体の研究、

特に低温蒸着法を用いた単純な分子性物質のガラス転移の

研究を長年行ってきました。ガラス転移とは、物質のミク

ロな運動がガラス転移温度(Tg)で凍結する現象のことで、

不規則系物理学における最大の未解明問題とされています。

大阪時代は主に、多くのガラス形成物質の熱容量を断熱型

熱量計で測定し、Tg 以上の過剰熱容量から構造エントロ

ピーや協同的再配置領域(CRR)(これがガラス転移を支配

すると言われている)を求める仕事をしていました。物性

研に来てからは、中性子と放射光X線の回折実験から、二

体分布関数(PDF)や逆モンテカルロ(RMC)モデリングを通

して、液体・ガラスの短・中距離構造の解析を積極的に行

いました。最近になってようやく、熱測定から得られた

CRR につながりそうな分子配向相関が見えてきています。

また、ガラス転移と並んで重要なテーマであるボゾンピー

ク(ガラス特有の低エネルギー励起)についても、中性子非

弾性散乱と低温熱容量から得られる振動状態密度を通して、

その起源に関わる重要な結果が得られています。 

日本のガラス分野のまとめ役の仕事もかなりやってきま

した。一つはガラス関連の短期研究会を、20 年以上にわ

たって 2-3 年に１回(これまでに合計 8 回)行ってきたこ

とです。無料の広い会場(6 階大講義室)と旅費サポートが

ある短期研究会のシステムは本当にありがたかったです。

この研究会は、国内最大のガラス関連の研究集会として、

毎回様々な分野(ガラス転移理論から生体や食品まで)から

150 人程度の研究者を集め、最先端の議論と分野間交流を

支援してきました。この研究会の集大成として、2023 年

には、物性研の国際ワークショップとして、9IDMRCS 

(9th International Discussion Meeting on Relaxations in 

Complex Systems)を幕張メッセで開催しました。これは

4 年に１度開催される世界最大のガラス分野の国際会議で、

ヨーロッパ以外で開催されるのは日本が初めてでした。こ

の Chair の仕事(コロナで 2 度延期したため、結局 5 年間

ぐらいやっていた)を施設長と同時にこなすのは、本当に

大変だったのですが、山室研のスーパー秘書の本田裕子さ

んを中心に、短期研究会の主要メンバーからなる国内組織

委員の尽力により、成功裏に終わりました(参加者：外国

人 357 名、日本人 264 名、発表数：611 件、企業ブース

22 件)。運営面および経済面で大きな支援を頂いた幕張メ

ッセ、千葉国際コンベンションビューロー、千葉県、千葉

市、観光庁、さらに多くの協賛学協会と協賛企業の皆様に

も心から感謝しています、 

 考えてみると、最後の 5 年間ぐらいは施設長業務、共同

利用サポート、上記会議の準備に要する時間が全体の 9 割
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ぐらいで、自分自身の研究はあまりできず、論文を書く時

間もほとんどありませんでした。学生は最終年度まで 4 人

残ってくれましたが、彼らにもかなり迷惑をかけたことを

申し訳なく思います。日本ではどうしても年寄りが最後に

マネージメントの仕事をすることになりがちですが、欧米

のようにマネージメント専門の人を育成するとか、少なく

ともマンパワーを増やし、できる限りマネージメント仕事

を分散して、研究者が定年退職まで本来の研究・教育に従

事できるようにすべきだと思います。 

 最後に、これからの中性子科学研究施設と物性研に望む

ことを述べたいと思います。現在の施設は、中性子散乱装

置の維持管理や共同利用実験のサポートだけでなく、課題

採択を含めた全国共同利用に関わる業務から利用者宿舎の

運営まで全てをやっています。そのため、スタッフ(特に

助教やポスドク)が十分な研究時間を確保することができ

ず、研究成果の創出が遅れがちで、ひいてはキャリアアッ

プが遅れることにつながっています。これを変えるために

は、現在は複数の施設(JRR-3 (物性研)、JRR-3 (JAEA)、

J-PARC (KEK, JAEA, CROSS)など)が独自で行っている

共同利用業務を一つにまとめ、日本全体で効率が良いシス

テムを構築することが必要だと思います。それぞれの組織

の役割や性格を考えると容易ではないでしょうが、これが

実現すれば、課題申請が複雑すぎて良く分からない(だか

ら申請する気がしない)というユーザーの苦情も解消され

ますし、目的に応じて適切な装置での実験ができますし、

最終的には日本の中性子科学全体の発展につながると思い

ます。物性研については、批判を承知で書きますが、今の

制約が多く、かつ不明瞭な人事のシステムを変えていくべ

きだと思います。助教が所員、学生が助教に昇格できない

ルールを撤廃し、誰でもが普通に応募できる公募にすべき

だと思います。特に中性子のように専門性が高く、かつ日

本で中性子の研究室が激減している現状では、今のままで

は、物性研の研究レベルを下げるだけではなく、優秀な若

手が行き場をなくしてしまいます。これはコミュニティー

全体に対しても大きなマイナスです。 

 私は現在、理化学研究所の一研究員として勤務していま

す。マネージメント系の仕事のオファーもあったのですが、

それらは全てお断りし、最後の数年間は研究と論文執筆に

集中する道を選択しました。理研の中の開拓研究所・小林

固体化学研究室というところに所属しており、研究室メン

バーとイオン伝導体などの新しい仕事をするとともに、こ

れまでの専門である中性子散乱、熱測定、ガラスの研究も

続けています。相変わらず忙しい日々ですが、非常に楽し

くやっています。物性研にも実験のため頻繁に現れていま

すので、姿を見かけても、「退職した人がまだ．．．」とは思

わず、ぜひ気軽に声をかけてやって下さい。 
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